
「心に残る文化財子ども塾」学習指導案 

実施日：令和 7 年 7 月 11 日(金) 1～5 校時 

場 所：江津市立江津東小学校 

対 象：江津市立江津東小学校 6 年生児童 16 名 

指導者：担任１名 

    島根県埋蔵文化財調査センター 職員２名 

協 力：江津市教育委員会 

１．題材名 古代人の生活に触れてみよう 

２．本時のねらい 

  〇古代衣装への装身を通じて、古代の人々の生活や文化への理解を深める。 

〇小学校周辺の遺跡や遺物を知ることにより、地域の文化財への興味・関心を高める。 

〇はにわ作りを通して、古代人の技術や知恵や工夫に気づく。 

３．展 開  

時間 学習内容 指導者の支援・配慮事項 

8:40 

 

8:50 

 

9:05 

 

9:15 

 

9:25 

 

11:00 

 

12:20 

 

13:55 

 

 

 

 

14:40 

 

14:45 

講師紹介、流れ確認 

 

古代米を浸水させる 

 

古代衣装に着替える 

 

周辺土器を紹介する 

 

はにわ作りをする 

 

火起こし、炊飯 (晴天時) 

 

試食 

 

大仏パネル 

組み立て 

写真撮影 

片付け(衣装も) 

 

学習の振り返り 

 

終了 

職員を紹介し、学習内容を知らせる。 

 

班に分かれて古代米を炊く準備。白米だけ洗う。古代米は 1 回だけサッと

洗う。 4 人×4班 1 班:白米 1.5 合、古代米 1 合 

着替えの手伝い等をする。 

 

江津東小学校付近で発掘された土器を紹介する。 

 

はにわの作り方を、指導者が実演しながら説明する。粘土の余りなどを入

れるためのビニール袋を用意する。 

晴天時は職員室横の広場で一人では難しい→自然の家職員登場。ソロ炊飯

指導(雨天時はなし)雨天時は家庭科室にて。 

塩をかけていただく。 

 

パワーポイントを使い、視覚的にイメージしやすいようにする大仏パネル

組み立て時には、靴を脱ぐ。 

 

 

 

 

 

 

４．準備物 

小学校: 粘土板、大型 TV 

児童: 筆記用具、タオル、体操服 

埋文センター: 古代衣装、粘土、施文具、はにわ作り資料、カメラ、古代米、火起こしセット、大仏パネル、

パワポデータ 


